
彦根市版SDGs

彦根市は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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令和8年(2026年) 3月改訂版



総合計画の推進＝SDGsの推進

• 総合計画は市政運営の基本方針であるとともに、
市民・事業者など地域の主体が目標を共有し、と
もに取り組むことを位置づける計画です。

• 総合計画では、各政策・施策とSDGsとの関連付け
を行っており、彦根市は総合計画を推進すること
で、SDGsを推進します。

• 総合計画によるSDGsの推進を明確にするため、
SDGsの17のゴールごとに、総合計画の内容を整理
し、「彦根市のゴール」と「主な取組」をまとめ
た「彦根市版SDGs」を作成しました。
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SDGsゴール1：あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

• 総合的な相談支援体制の構築を進め、だれひとり取り残さないまちになっています。
• 乳幼児福祉医療費助成制度や子ども医療費助成制度、小・中学校給食の無償化などの子育て支援策により、子育

て世代が経済的な不安を抱えることなく、安心して子育てできる環境になっています。
• ひとり親家庭のニーズを的確に把握し、だれもが安心して子育てできる環境になっています。
• 住宅セーフティネットとして充実を図るとともに、高齢者等に配慮した公営住宅等の質の向上を図り、だれもが

安心して暮らすことのできるまちになっています。

彦根市のゴール
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• 相談支援機関および民生委員・児童委員等の連携等ネットワークの構築を進めます。
• 子どもや乳幼児に対する医療費助成制度の安定維持や小・中学校給食の無償化を図ります。
• ひとり親家庭に対し、経済的自立に向けた就労支援を進めます。
• 就労に対して意欲のあるひとり親を対象に、関係機関と連携しながら、就業までのサポートに努めます。
• 現公営住宅等を有効活用し、住宅に対する質の向上を図ります。

主な取組

1-2-2, 2-1-1, 2-1-4, 4-2-1, 4-3-4総合計画の関連する施策

「彦根市版SDGs」の見方

総合計画中期基本計画の関連する施策の「12年後の姿」から関係が深いものを抜粋し
てまとめたもので、SDGsの目標年である2030年から、総合計画の目標年である2033
年にかけて、彦根市において実現をめざしていくゴール＝理想の姿を示しています。

総合計画中期基本計画の関連する施策の「主な取組」から関係が深いものを抜粋して
まとめたもので、上述の彦根市のゴールに対応しています。彦根市のゴールを達成す
るために実施する主な取組を示しています。
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1-1-1 人権尊重のまちづくりの推進 ● ● ●

1-1-2 男女共同参画社会づくりの推進 ● ●

1-1-3 多文化共生のまちづくりの推進 ● ● ● ● ● ● ●

1-1-4 国際交流の推進 ● ● ●

1-2-1 健康づくりの推進 ●

1-2-2 地域福祉体制・生活支援体制の充実 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1-2-3 障害者(児)福祉の推進 ● ● ●

1-2-4 高齢者福祉の推進 ● ●

1-2-5 地域医療体制の充実 ●

1-2-6 生涯学習・社会教育の推進 ●

総合計画施策・SDGs対応表
1 だれもがその人らしくいきいきと暮らし、つながり支え合うまち
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2-1-1 子ども家庭支援の推進 ● ● ●

2-1-2 乳幼児の保育・教育の推進 ● ● ●

2-1-3 小学校・中学校教育の充実 ● ●

2-1-4 子ども・若者育成支援の推進 ● ● ● ●

2-1-5 高等教育機関との連携 ●

2-1-6 若者の定住・移住の促進 ●

総合計画施策・SDGs対応表
2 子ども・若者が自分らしく輝き、学び躍動するまち
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3-1-1 世界遺産登録の推進 ●

3-1-2 歴史文化遺産の保存・活用・共生の推進 ● ●

3-1-3 景観形成の推進 ●

3-1-4 文化・芸術の振興 ●

3-2-1 観光の振興 ●

3-2-2 スポーツの振興 ●

3-3-1 農林水産業の振興 ● ● ● ●

3-3-2 商業・工業・サービス業の振興 ● ●

3-3-3 創業・新産業創出の推進 ●

3-3-4 就労機会・就労環境の充実 ●

総合計画施策・SDGs対応表
3 歴史・文化を生かし、にぎわいと特色ある産業が育つまち
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4-1-1 持続可能な都市形成 ● ●

4-1-2 公共交通ネットワークの充実 ●

4-1-3 生活環境・自然環境の保全と創出 ● ● ● ● ● ● ●

4-1-4 低炭素社会・循環型社会の構築 ● ● ● ● ● ● ● ●

4-2-1 住宅施策の推進 ● ●

4-2-2 上下水道の整備・充実 ● ● ●

4-2-3 公園緑地の整備 ● ● ●

4-2-4 道路の整備 ●

4-3-1 危機管理対策の推進 ● ●

4-3-2 消防・救急体制の充実 ● ● ● ● ● ● ●

4-3-3 水害・土砂災害対策の推進 ●

4-3-4 生活者の保護・安全対策の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●

4-3-5 交通安全対策の推進 ●

総合計画施策・SDGs対応表
4 豊かな自然と共生し、安全・安心で快適なまち
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5-1-1 情報発信・魅力発信の充実 ●

5-1-2 地域コミュニティの強化・担い手育成 ●

5-2-1
交流人口・関係人口・交流人口増加策の推
進

● ● ●

5-2-2 広域連携の推進 ● ●

5-2-3 行財政改革の推進 ●

5-2-4 総合計画の推進と社会変化への対応 ●

総合計画施策・SDGs対応表
5 政策推進のための取組



SDGsゴール1：あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

• 総合的な相談支援体制の構築を進め、だれひとり取り残さないまちになっています。
• 乳幼児福祉医療費助成制度や子ども医療費助成制度、小・中学校給食の無償化などの子育て支援策により、子育

て世代が経済的な不安を抱えることなく、安心して子育てできる環境になっています。
• ひとり親家庭のニーズを的確に把握し、だれもが安心して子育てできる環境になっています。
• 住宅セーフティネットとして充実を図るとともに、高齢者等に配慮した公営住宅等の質の向上を図り、だれもが

安心して暮らすことのできるまちになっています。

彦根市のゴール
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• 相談支援機関および民生委員・児童委員等の連携等ネットワークの構築を進めます。
• 子どもや乳幼児に対する医療費助成制度の安定維持や小・中学校給食の無償化を図ります。
• ひとり親家庭に対し、経済的自立に向けた就労支援を進めます。
• 就労に対して意欲のあるひとり親を対象に、関係機関と連携しながら、就業までのサポートに努めます。
• 現公営住宅等を有効活用し、住宅に対する質の向上を図ります。

主な取組

1-2-2, 2-1-1, 2-1-4, 4-2-1, 4-3-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール2：飢餓を終わらせ、食料安全保障および栄養改善を実現し、
持続可能な農業を促進する

• 麦・大豆作の本格化と、収益性の高い園芸作物の作付け面積拡大が行われ、農業者の所得向上が図られる状況と
なっています。

• 先進技術を活用したスマート農業の導入が進み、農業従事者の労働力軽減や、多様な経営を実践する新規就農者
の確保・育成が図られるようになっています。

• 持続可能な農業構造の実現に向けた担い手の育成・確保と、農地の集積・集約化の加速、経営発展の後押しや円
滑な経営継承が図られることで、本市農業の生産基盤が強化されている状況となっています。

彦根市のゴール
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• 土地利用型農業を継続しながら、非主食用米や園芸作物などの作付拡大を推進し、関係機関と連携して農業者の
所得向上を図ります。

• 担い手を育成・確保するために、農地の集積・集約化を加速させ、担い手の経営安定を図ります。また、将来に
わたって農地の適正な利用と農業が継続されるよう、農地・農村環境の維持に努めます。

• 関係機関と連携し、担い手の育成や特産品開発、基盤整備等の課題を共有し解決することで、効率的かつ安定的
な農業経営の発展を支援します。

主な取組

1-2-2, 3-3-1総合計画の関連する施策



SDGsゴール3：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

• 乳幼児の疾病や障害の早期発見、育児不安の軽減等、安心して子育てができる体制になっています。
• がん検診の受診率を向上させることで、早期発見、早期治療につながるようになっています。
• 予防接種を実施し接種率の向上を図ることで、感染症の発病や重症化の予防、まん延防止が図られています。
• 「みんなでともに輝いて生きる・暮らす安心・安全でやさしいまち彦根」になっています(ひこね障害者まちづ

くりプラン2024基本理念)。
• 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちになっています。
• 今後の医療ニーズの変化に地域全体で対応できるような安全・安心な地域医療体制となっています。
• 子どもの健やかな成長・発達を促す環境になっています。
• 発達障害のある子ども・若者に対して、ライフステージごとに適切な支援方法と体制が構築されています。

彦根市のゴール
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• 安心して妊娠・出産・育児ができるよう支援を図ります。
• 市民の特定健康診査の受診率向上のための支援を進めます。
• 感染症拡大防止に係る予防接種の接種率向上のための支援を図ります。
• 療育等の各分野と連携しながら、障害のある人への相談・支援体制や各種事業の一層の充実を図ります。
• 地域住民や医療・介護に携わる多職種との連携により、包括的な相談支援体制の整備を進めます。
• 彦根市立病院が湖東保健医療圏の中核病院・地域医療支援病院として役割を果たすことができるよう、人材確保

および施設設備・医療機器の整備・充実を図り、安定的な診療体制の構築を図ります。
• 乳幼児健康診査を通して、乳幼児の健やかな成長・発達および子育て世代の育児不安の軽減を図ります。

主な取組

1-1-3, 1-2-1, 1-2-2, 1-2-3, 1-2-4, 1-2-5, 2-1-1, 2-1-2, 2-1-4, 3-2-2, 4-1-3, 4-3-2, 
4-3-4

総合計画の関連する施策



SDGsゴール4：すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

• 市内の保育ニーズに適した施設数と保育人材の確保により、待機児童がゼロになっています。
• 特別支援を必要とする乳幼児が、将来社会的に自立できる基礎を身に付けられています。
• 幼児教育と小学校教育のなめらかな接続ができています。
• 「生きる力」としての「総合的な学力」が身についています。
• 子どもから大人まで市民一人ひとりが主体的に学び続けられ、活躍できるまちになっています。

彦根市のゴール
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• 保育現場の環境改善に合わせ、市内保育現場の魅力発信に取り組むとともに、人材確保に努めます。
• 特別支援を必要とする乳幼児一人ひとりに応じた適切な教育・保育が実施できるよう、早期対応に努め、配置基

準に基づく保育士の配置に努めます。
• 架け橋期カリキュラムの作成と見直し、保育・授業改善に努め、幼児教育と小学校教育のなめらかな接続を進め

ます。
• 各学校の教員の中から選出された「学ぶ力向上推進リーダー」が中心となって、各校で学ぶ力向上推進事業を進

めます。
• ニーズに応じた学習機会の確保と充実に努めるとともに、市民がその成果を生かし地域でより主体的、積極的に

活動できる環境づくりに努めます。

主な取組

1-1-3, 1-1-4, 1-2-3, 1-2-6, 2-1-1, 2-1-2, 2-1-3, 2-1-4, 2-1-5, 3-1-2, 3-1-4, 4-1-3, 
4-1-4, 4-3-2, 4-3-4

総合計画の関連する施策



SDGsゴール5：ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女児の能力強化を図る

• 性別にかかわらず、社会のあらゆる場で、だれもが互いの個性を尊重し、社会に対する責任を共に担い、共に支
え合う男女共同参画社会になっています。

彦根市のゴール
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• 出前講座等により自治会、地域、事業所での男女共同参画の推進支援に努めます。
• ワーク・ライフ・バランスを考えるきっかけ作りとして、様々な媒体を使って情報提供に努めます。
• 女性委員の比率が低い審議会等においては、クォータ制の導入や改選時に事前協議するなど、女性登用の推進を

図ります。
• 審議会・委員会等への女性の登用の推進を図るため、女性人材バンクの活用を進めます。

主な取組

1-1-1, 1-1-2, 1-2-2, 2-1-3, 4-3-2総合計画の関連する施策



SDGsゴール6：すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

• 水道事業の理念である「清浄にして豊富低廉な水の供給を図り公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与する」た
めに、いかなる時も市民生活に支障が出ないよう、安定した給水を行うようになっています。

• 下水道施設の計画的な維持管理を着実に行い、河川や琵琶湖の水質保全に寄与することにより、市民が快適に生
活できる住みやすいまちづくりに取り組むようになっています。

• 家庭では、ごみの適正処理や生活排水による水の汚れ防止など環境に配慮した行動が日常的に行われることで、
多くのホタルが飛び交う良好な環境になっています。

彦根市のゴール
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• 安全で良質な水道水を供給するため、水質管理体制の充実に努めます。
• 公共下水道については、市街化区域の未普及地域の整備を重点的に推進し、その他の未普及地域は市域全体のバ

ランスを考慮しながら整備を進めます。
• 大気環境や河川、地下水、土壌などの環境リスクについて、滋賀県と連携したモニタリングの実施とホームペー

ジでの結果の公表を進めます。

主な取組

4-1-3, 4-1-4, 4-2-2総合計画の関連する施策



SDGsゴール7：すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

• 省エネルギー型の家電・設備や断熱化、再生可能エネルギーの導入が進み、温室効果ガスの排出の少ないエコな
住宅や事業所の多いまちになっています。

彦根市のゴール
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• 太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進に努めます。
• 電力自由化に伴い、環境に配慮してつくられた電気の利用促進に努めます。

主な取組

4-1-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール8：包摂的かつ持続可能な経済成長およびすべての人々の完全かつ
生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を
促進する

• 雇用の促進に向けた施策や就労意欲の向上への取組により、安定した勤労者の雇用が図れています。また、市内
で学んだ学生が、就職後も市内に定着することにより、地域力が向上しています。

• 中小企業従業員や事業主の福利厚生の充実に向けた取組により、勤労者福祉が向上されています。
• 市民が健康で豊かな生活を送るために必要な時間を確保し、多様な働き方・生き方が選択できる社会が形成され

ています。

彦根市のゴール
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• 就労の促進と安定を図るため、関係機関や団体等の連携、産官学の情報共有を図ります。
• 若年者や外国人住民等の就労の促進と安定のため、関係機関等の連携、産官学の情報共有を図り、就労対策や自

立に向けた取組を進めます。
• 関係機関との連携により優良従業員表彰を行い、就労意欲の向上を図るとともに、障害者雇用推進事業所表彰を

実施し、障害者雇用の促進と就労の安定を進めます。
• 働く人々の健康が保持され、自己啓発や地域活動への参加のための時間を持てる豊かな生活を実現するため、関

係機関との連携を図りながら事業所への啓発を進めます。
• ニートやひきこもりなど生きづらさ(社会生活を円滑に営む上での困難)のある子ども・若者の相談や支援により

子ども・若者の社会参加が促進されるように努めます。

主な取組

1-1-3, 1-2-2, 2-1-2, 2-1-4, 3-3-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール9：強靱(レジリエント)なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進
およびイノベーションの推進を図る

• 市内商業の振興を通じ、「住んでよし」のまち、魅力的な産業の集積化を進め「働いてよし」のまち、観光拠点
である彦根城や地域資源を生かし、「訪れてよし」のまちになっています。

• 首都圏および都市部から多くの創業希望者が移り住み、新しい産業が生まれています。
• 観光による経済効果が地域の活性化・好循環を生み出すとともに、観光客と市民の双方にとって満足度の高い持

続可能で健やかな彦根の観光の姿が形成されています。

彦根市のゴール
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• 彦根市企業立地促進条例に基づき、事業所等の新設、増設および市内移転の積極的な奨励に努めます。
• 商工業者、商工会議所などの連携体制のもと、中小小売サービス事業者の経営基盤の強化を図ります。
• シェアオフィス利用企業を首都圏および都市部から誘致し、創業やIT関連を中心に、若者にとって魅力的な新産

業創出に努めます。
• 多様な観光コースの開発や広域連携による観光の取組を推進することで、観光客の市内周遊を促し、観光客の滞

在時間の延伸や宿泊客数の増加を図ります。

主な取組

3-2-1, 3-3-1, 3-3-2, 3-3-3, 4-1-1, 4-2-3, 4-3-2, 5-2-1総合計画の関連する施策



SDGsゴール10：各国内および各国間の不平等を是正する

• 人権尊重の精神が根づき、一人ひとりの尊厳が守られる、人権文化に満ちたまちになっています。
• 市民一人ひとりが、国籍や民族などによる文化的違いや多様な価値観を認め合いながら、対等な関係で支え合う

地域づくりを進めることで「ともにいきいきと暮らせるまちひこね」になっています。

彦根市のゴール
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• 地域、家庭、職場、学校などあらゆる場や機会を捉えた人権教育・人権啓発を進めます。
• 市民が人権侵害等に直面したとき、自らが主体的に解決できるよう、人権擁護に関する様々な支援情報を収集し、

効果的な情報提供に努めます。
• 人権のまちづくり懇談会の開催や企業研修の実施等について、市民・各種団体がより積極的に取り組まれるよう、

国や県等の専門機関と密接な連携を図り支援します。
• 外国人住民に対する差別や偏見をなくすとともに、多様な背景をもった人々がそれぞれの文化を認め尊重しつつ、

ともに暮らす社会をめざすための啓発、教育を充実します。

主な取組

1-1-1, 1-1-2, 1-1-3, 1-2-2, 1-2-3, 1-2-4, 4-1-1, 4-3-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール11：包摂的で安全かつ強靱(レジリエント)で持続可能な都市および人間居住を
実現する

• 北部・中部・南部の特性を生かした、安心して住み続けられる地域になってています。
• 鉄道、路線バス、予約型乗合タクシーがシームレスに連携し、利用できる環境になっています。
• 彦根城の本質的な価値の認知度が高まるとともに、修復整備が進み、彦根城がまちづくりの核になっています。
• 市民一人ひとりの防災意識と地域防災力を高め、安全で安心して暮らし続けることができる災害に強いまちに

なっています。
• 火災予防の推進、広域的な連携や消防団員の確保・教育に取り組むことで、市民が安心して暮らせる「災害に強

いまち・安全なまち」になっています。

彦根市のゴール
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• 持続可能な都市を形成するため、都市計画マスタープランに基づく各種都市計画の見直しを進めます。
• 公共交通によるネットワークの強化を進めます。
• 滋賀県とともに設立した彦根城世界遺産登録推進協議会でイコモスによる現地調査、登録が審議される世界遺産

委員会、登録時の会見や催事開催に対応します。
• 関係機関との連携を図り、彦根市地域防災計画等に基づく、危機管理対策の強化を進めます。
• 火災件数および火災による死傷者の減少をめざすとともに、高齢化社会に対応した安全な地域社会づくりに向け、

市民・事業者等を含めた防火体制の推進に努めます。

主な取組

1-1-3, 1-1-4, 1-2-2, 2-1-6, 3-1-1, 3-1-2, 3-1-3, 3-3-2, 4-1-1, 4-1-2, 4-1-3, 4-1-4, 
4-2-1, 4-2-2, 4-2-3, 4-2-4, 4-3-1, 4-3-2, 4-3-3, 4-3-4, 4-3-5, 5-2-1, 5-2-2, 5-2-3

総合計画の関連する施策



SDGsゴール12：持続可能な生産消費形態を確保する

• ごみの分別・減量化やリサイクルの取組が進み、ごみの排出量の少ないまちになっています。
• 地産地消やグリーン購入など、環境負荷の少ない食品や製品の選択が積極的に行われるようになっています。
• 市民一人ひとりの意識が向上し、漂着ごみ対策等に積極的に協力するようになっています。
• 琵琶湖の漁業の魅力の発信や新規漁業就労者の育成を進め、担い手の確保が図られている状況となっています。

彦根市のゴール
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• 使い捨てのプラスチック容器・包装・製品の使用を減らし、マイバッグやマイ箸、マイボトルの普及啓発を進め
ます。

• 「NO-FOODLOSSプロジェクト(食品ロス削減国民運動)」や宴会の食べ残しを減らす「3010運動｣､「三方よし!!
でフードエコ・プロジェクト」を進めます。

• 漂着ごみの原因となるごみのポイ捨てを防止し、散在性ごみの発生を減らすようごみの持ち帰りなどの啓発を進
めます。

• 漁業者や漁業組織が実施する水産物に関する新たな特産品の開発を支援し、地元産魚貝類の販売店や飲食店の周
知に努めます。

主な取組

3-3-1, 4-1-3, 4-1-4, 4-3-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール13：気候変動およびその影響を軽減するための緊急対策を講じる

• 家庭や工場、事業所において、節電や節水など温室効果ガス削減に向けた行動が日常的に行われるようになって
います。

• 省エネルギー型の家電・設備や断熱化、再生可能エネルギーの導入が進み、温室効果ガスの排出の少ないエコな
住宅や事業所の多いまちになっています。

• 新ごみ処理施設について、環境への負荷が少なく、かつ、経済性に優れた処理方式によるごみ処理が行われるよ
う事業が進められています。

彦根市のゴール
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• 市民の節電や節水など環境に配慮した行動の促進を図ります。
• 事業者の環境に配慮した事業活動やフロン類の適正管理等の促進を図ります。
• 省エネルギー型・高効率型の家電や設備の購入促進に努めます。
• 太陽光発電など再生可能エネルギーの導入促進に努めます。
• 電力自由化に伴い、環境に配慮してつくられた電気の利用促進に努めます。
• 化石由来プラスチックから再生プラスチックやバイオプラスチックなどへの転換促進を図ります。

主な取組

4-1-4, 4-3-1, 4-3-2総合計画の関連する施策



SDGsゴール14：持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、
持続可能な形で利用する

• ごみの適正処理や生活排水による水の汚れ防止など環境に配慮した行動が日常的に行われることで、多くのホタ
ルが飛び交う良好な環境になっています。

• 事業活動においては、環境法令が順守され、近隣への配慮が行われるなど、より良い環境をつくるための取組が
進められるようになっています。

• 下水道施設の計画的な維持管理を着実に行い、河川や琵琶湖の水質保全に寄与することにより、市民が快適に生
活できる住みやすいまちになっています。

彦根市のゴール
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• 教育機関や事業者、地域と連携して、琵琶湖や琵琶湖につながる河川などの保全・回復を図ります。
• 大気環境や河川、地下水、土壌などの環境リスクについて、滋賀県と連携したモニタリングの実施とホームペー

ジでの結果の公表を進めます。
• ホタルの生息状況について、環境保全指導員などと連携してモニタリングを行い、水辺環境の把握を進めます。
• 公共下水道については、市街化区域の未普及地域の整備を重点的に推進し、その他の未普及地域は市域全体のバ

ランスを考慮しながら整備を進めます。
• 処理場の老朽化が進行する農村下水道(農業集落排水)について、公共下水道への接続ができるよう管渠の整備を

進めます。
• 事業所排出水対策等を行い、悪質流入水を排除し、処理負荷の低減に努めます。

主な取組

4-1-3, 4-1-4, 4-2-2総合計画の関連する施策



SDGsゴール15：陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、
持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復および生物多様性の損失を阻止する

• 琵琶湖周辺では美しいヨシ原や松林が広がり、湖や自然が地域住民や観光客に親しまれるまちになっています。
• 身近な山や川で、生きもの調査や自然観察会が行われることで、自然を大切にする心が醸成されるようになって

います。
• 林地台帳の活用、森林環境譲与税による所有者、境界の明確化、所有者の意向確認が行われ、間伐作業等の森林

管理が適正に行われている状況となっています。

彦根市のゴール
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• 滋賀県や大学、環境関連団体などと連携して、貴重な野生動植物の分布や生態について調査・情報収集に努める
とともに、法令などに基づき適正な保全・再生に努めます。

• 自然観察会やエコツーリズムなどを通じて、生きものや環境の大切さを学ぶ機会の提供を図ります。
• 滋賀県や大学、環境関連団体などと連携して、特定外来生物の分布状況について調査し駆除を行うとともに、新

たな外来種が侵入しないよう未然防止に努めます。
• 外来種に関する正しい知識の普及啓発や外来種による生態系への影響の防止を図ります。
• 森林所有者をはじめ、森林組合などの関係団体において、伐採適齢期を迎えた森林が間伐作業等により適正に管

理されるよう努めます。

主な取組

3-3-1, 4-1-3, 4-1-4, 4-2-3総合計画の関連する施策



SDGsゴール16：持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、
すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて
効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

• 最新の消費生活情報の発信や啓発活動により、自立した消費者を育成し、市民が安全で安心な消費生活を送れる
ようになっています。

• 警察・行政・地域住民・事業者が連携し、地域全体で防犯に取り組む体制が確立されています。
• 防犯情報の発信や啓発活動を通じて市民の防犯意識が高まり、自主防犯活動や見守り活動が活性化することによ

り、誰もが安心して暮らせる、犯罪が起こりにくい地域社会となっています。

彦根市のゴール
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• 消費生活相談員が相談業務にあたり、被害の回復や問題の解決を進めます。また、必要に応じて、国民生活セン
ターや滋賀県消費生活センターなどとも連携を図り、解決を進めます。

• 犬上・彦根防犯自治会をはじめ、警察・行政・地域が連携する体制のもと、地域ぐるみでの効果的な防犯活動を
進めます。

• 防犯パトロール活動、通学見守り活動など、住民による自主的・主体的な地域安全活動を支援し、地域全体の防
犯力の向上を図ります。

主な取組

1-1-1, 1-1-3, 1-1-4, 1-2-2, 4-3-4総合計画の関連する施策



SDGsゴール17：持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する

• 地域で抱える課題に対して住民自らが主体的に取り組む自治意識が高まり、地域の課題解決力が向上しています。
• 自治意識の高まりにより、身近な地域活動やボランティア活動への参加が幅広い世代で促進され、住民同士のつ

ながりが深まるとともに、地域間や世代間を超えた新たな交流が生まれ、持続可能で住み良いまちが実現してい
ます。

• 行政主導の発信に加えて、市民の声や市民団体の現場の視点を取り入れた発信をすることにより、市民や市外住
民からの共感が得られる情報発信が行われる状態になっています。

彦根市のゴール
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• 自治会の法的基盤強化と安全・安心な活動環境の確立をめざし、認可地縁団体への移行や自治会活動保険への加
入促進を支援します。

• NPO、ボランティア団体等の積極的な活動を促進するため、個人や団体の自主性を尊重しつつ、運営基盤の強化
や人材育成を支援します。

• 多様化、高度化する市民ニーズに的確に対応するため、自治会、NPO、ボランティア団体、さらに企業、大学等
が連携した取組により、地域の課題解決に努めます。

• 市民活動の場を積極的に取材するなど市民団体と連携し、市民目線からの彦根の魅力発信を図ります。

主な取組

1-1-3, 1-2-2, 4-3-2, 4-3-4, 5-1-1, 5-1-2, 5-2-1, 5-2-2, 5-2-4総合計画の関連する施策


